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表年である。開発計画が一段落し、美術制作に時間を費やせるようになった
とみるのが正しい。実際にシトロエンの上司ラウル・キュイネが全鋼製ボデ
ィ技術で関係があった米国バッド社に出張したため、美術制作に余裕ができ
たとの記録がある43。

未来派の画家エンリコ・プランポリーニ（1894–1956、モデナ生・ローマ
没）によれば、パリには1931年末時点で、 7 万2000人の芸術家と1200に及ぶ
芸術家協会が存在した。とくにモンパルナスには多数の美術アカデミーが誕
生した44。そうしたなか、ベルトーニも他の美術家たちの活躍を日々眺め、
発奮していたことは間違いない。

いっぽうで別の角度からみれば、シトロエン社の経営環境はベルトーニが
入社してからわずか 2 年で極度に悪化している。それにより、不安のはけ口
として美術制作に没頭したとも考え得る。色画用紙の上に描かれた木炭画《死
にゆく雄牛》（図 1-38）は、ベルトーニ作品にしては珍しく壮絶な雰囲気を湛
えた題材であることから、当時の勤務環境における苦難が反映されたものと
考えられる。

1934年、ベルトーニの給与は半年間で 6 分の 1 まで削減され、同年12月21
日シトロエン社は破産宣告を受ける。ベルトーニが破産翌日に記した書簡は、
3 ヵ月前には40人いた同僚が 6 人にまで減ったことが記されている。会社は
タイヤメーカー「ミシュラン」のエドゥアール・ミシュランが債権者を引き
受けることになったが、1935年 7 月 3 日には、創業者アンドレ・シトロエン
が病気でこの世を去る。その翌年、ベルトーニは未払いの給与をめぐり、裁
判所に提訴するまでに至っている。ヴァレーゼのカロッツェリアのため、副

1-38　フラミニオ・ベルトーニ《死にゆく
雄牛》、1934年。勤務先の経営危機と生活
苦が作品に投影されたか。（ヴォランディア
航空公園博物館蔵）撮影：AkioOYA
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業と思われる商用車ボディ（図 1-39a〜d）などを複数デザインしているのも同
時期であり、他にも明らかにシトロエンのものではない大型セダンのデザイ

1-39a　フラミニオ・ベルトーニ《小型バン
のスタディ》、1930年代。商用車にエレガン
スの融合を試みた形跡。（ヴォランディア航
空公園博物館蔵）撮影：AkioOYA

1-39b　フラミニオ・ベルトーニ《ザウラー
製シャシーを用いたバスのスタディ》、1936
年。流線型を巧みに融合。（ヴォランディア
航空公園博物館蔵）撮影：AkioOYA

1-39c　フラミニオ・ベルトーニ《バスのス
タディ》、年代不祥。パノラミックな窓をも
つ小型バス。（ヴォランディア航空公園博物
館蔵）撮影：AkioOYA

1-39d　フラミニオ・ベルトーニ《バロッフ
ィオ・アエロディナミカ》、年代不祥。故郷
ヴァレーゼ企業のために制作。画像提供：
LeonardoBertoniArchive

1-40　フラミニオ・ベルトーニ《オチキス
620のためのスタディ》、1930年代。垂直フ
ィンを伴ったクーペ。（ヴォランディア航空
公園博物館蔵）撮影：AkioOYA
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1-77a　フラミニオ・ベ
ルトーニ《エルサ社用
3 輪コミューターのデ
ザ イ ン》、1937年。冷
却フィン付き空冷エン
ジンがわかる。画像提
供：LeonardoBertoni
Archive

1-77b　フラミニオ・ベ
ルトーニ《エルサ社用
3 輪コミューターのデ
ザ イ ン》、1937年。乗
降はキャノピーを開け
る 方 式。画 像 提 供：
Leonardo Bertoni Ar-
chive

1-77c　フラミニオ・ベ
ルトーニ《エルサ社用
3 輪コミューターのデ
ザ イ ン》、1937年。上
からの姿は、まさに魚
類。画像提供：Leonar-
doBertoniArchive
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同車は《マティス VL333》（図 1-78aおよびb）として1946年のパリ・モータ
ーショーでデビューする。現車をパリの古典車イベント「レトロモビル」で
数回観察したことがある筆者の印象を述べるなら、今日の欧州におけるクア

1-78a　マティス／フラミニオ・ベルトーニ《マティスVL333》、1946年。2005年パリの
レトロモビル展で筆者撮影。撮影：AkioOYA

1-78b　マティス／フラミニオ・ベルトーニ《マティスVL333》、1946年。試作車が造ら
れるにとどまった。2005年パリのレトロモビルで筆者撮影。撮影：AkioOYA
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フードである。前述のシトロエン・イタリアの資料によると、実際にその部
分だけが後回しとなり数週間を要したとされている。ベルトーニが試行錯誤
を重ねたためと考えられる。著名なフランス自動車史家セルジュ・べリュが
1945年のものとする91（一説には1938年作）ベルトーニのスケッチもフロン
トフード部分が主だ。1947年とされるスケッチ（図 1-86a〜d）も、フロントフ
ェンダーの形状や側面窓のバリエーションが試みられているのみで、ベルト
ーニらしい大胆な提案はみられない。マケット（図 1-87）もフロント部の造形

1-86a　フラミニオ・ベルトー
ニ《シトロエン 2CV　前部の
デザイン》、1947年？複写。
前照灯はまだ単眼である。

（ヴォランディア航空公園博
物館蔵）撮影：AkioOYA

1-86b　フラミニオ・ベルトー
ニ《シトロエン 2CV　前部の
デザイン》、1947年？複写。
リブをデザインに取り込む苦
労。（ヴォランディア航空公
園博物館蔵）撮影：AkioOYA
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を検討用に徹している。ゆえに、ベルトーニが活躍した範囲は限られていた
といえる。

ところで、TPV構想を最初に立ち上げたブーランジェは1950年、交通事故
死している。《シトロエン・トラクシォン・アヴァン》の改良型でパリ–クレ
ルモン゠フェラン間を試験走行中の出来事であった。ベルトーニは早くも翌
年、彼のブロンズ像を制作している（図 1-88）。ベルトーニのブーランジェに
対する特別な敬意が感じられる。それは、約10年前の入院中に見舞いに来て
くれたことに対し、感謝の書簡を綴っている92ことからも窺える。ベルトー
ニがヴァレーゼ時代も、そして晩年も上司と何度となく対立していることを
考えると、たとえ初期段階で開発陣から外されてもブーランジェへの尊敬の

1-86c　フラミニオ・ベルトー
ニ《シトロエン 2CV　前部の
デザイン》、1947年？複写。整
備性に優れた広い開口部を確
保。（ヴォランディア航空公
園博物館蔵）撮影：AkioOYA

1-86d　フラミニオ・ベルトー
ニ《シトロエン 2CV　前部の
デザイン》、1947年？複写。側
面にもルーバーを追加。（ヴォ
ランディア航空公園博物館
蔵）撮影：AkioOYA
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に抽象彫刻の領域に達している。
この《垂直》に関しては、ベルトーニがボディ同様デザインを手掛けた《シ

トロエンDS》のダッシュボード（図 3-3a〜c）との関連を論じるべきである。
生産型ダッシュボードに至るまでの経緯を辿ってみよう。初期デザイン案（図
3-4）からして従来車からすれば充分斬新で、開発責任者ルフェーブルが要求
した広大な室内を実現するのに適していた。だが外観の斬新さに追いついて
いないことがわかる。さらにいえば、《シトロエンDS》より 1 年前の1953年
6 月に同じフランスのパナール社から発表された『パナール・ディナZ』の
ダッシュボードに酷似していると筆者は考える。ベルトーニはパナールを見
て、より独自性に富んだ案を考える意欲に燃えたと思われる。

3-2　フラミニオ・ベルトーニ
《垂直》、1952年。自動車との連
関を語るうえで欠かせない作品
である。（ヴォランディア航空公
園博物館蔵）撮影：AkioOYA
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3-3a　シトロエン DS のダッシュボード。1955
年。究極なまでに簡素化されたフォルムは今日
鑑賞しても新鮮。画像提供：LeonardoBertoni
Archive

3-3b　シトロエンDSのダッシュボード。1957年
式。 2 トーンにおける黒い部分は、《垂直》のフ
ォルムに極めて近い。（ヴォランディア航空公園
博物館蔵）撮影：AkioOYA

3-3c　シトロエンDSのダッシュボード（部分）。
1 本スポークのステアリングは、ダッシュボー
ドの美しさを妨げない。撮影：AkioOYA

3-4　フラミニオ・ベルトーニ《シトロエン
DSのダッシュボード》、年代不祥。上部左右
に広がるのは空調吹出口と思われる。画像提
供：LeonardoBertoniArchive
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あとがき

子息レオナルドとの出会いから

筆者がフラミニオ・ベルトーニという人物に初めて関心を抱いたのは2002
年 5 月に遡る。彼の長男レオナルド（図 5-1）が、父の生誕100周年記念式典を
1 年前倒しで催すことを知ったのがきっかけだった。筆者はそれを取材して
雑誌記事にすべく、イタリア中部シエナの自宅から427km離れたヴァレーゼ
の生家まで赴いた。当時ヴァレーゼの街には黄色い路線バスが走っていた。
年式こそはるかに違えど、それはかつてベルトーニが働いていたマッキ兄弟
社製の車体だった。

当日筆者はミラノ駅で借りた初代『スマート』のレンタカーを運転して行
った。すると出迎えてくれたレオナルドは、開口一番「私の父は、このよう

5-1　レオナルド・ベルトーニ（1932-
2015）。父の生家とともに。2003年
1 月、ヴァレーゼにて撮影。撮影：
AkioOYA
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